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1.はじめに
昨年の本紀要に、平成 9-24年度本学被服
管理研究室が 4年次の卒業演習「アンデスの
染織文化」として行ってきた成果の一部である
平組織、綴、経取り、二重織、チャンカイレー
ス、援、単一組織の69点についてまとめた υ。
本論文はその続きとして、紋織と複合組織につ
いてまとめたものである。
2.資料
東京大学総合研究博物館が所蔵する古代ア
ンデス染織品35点(表 1)を資料とした。表
1はこれらの資料を織組織別に分類して示した
ものであるo 制作時期は、チムー文化期
(900-1470年頃)が 5点、チャンカイ文化期(紀
元 1100-1470年頃)が28点、不明が 2点で、
チャンカイ文化期のものがほとんどを占めてい
る。
表 1に示す織物分類の内、経i字文組織の 10
点については結果を既報 2)で報告しているの
で、本論文では省略した。
3.調査・分析の方法
3-1.織組織の分析と再現
織物の織組織を分析し、組織図を作成したo
組織の確認のために再現織物を作成したo 織物
の制作は、古代アンデス人が使用した腰帯機と
同じ方法で行った。
3-2.繊維素材の分析
経糸、緯糸の素材を顕微鏡で観察し、判定し
た。
4.調査・分析結果
4・1.経紋織(経糸で紋様を形成していく織物)
4-1-1二重経紋織
経糸で文様が形成されるもので、経糸が 2
色 1組で使われ、表裏には逆の文様が出る昼
夜文様となる。チャンカイ文化期の紋織にはこ
の組織が多い。浮糸織のようなごく単純な文様
のものから、複雑なものまで多様なものが存在
する。表と裏は同じ単位で動くため表と裏の区
別は分かりにくい。
平織布の一部に紋織を入れたもの (cha80， 
93， 125， 127， 131)と、紋織部分を先に織り、か
がりつけたもの (cha90， 130， 131)があった。
平織布に紋織を入れた cha80を写真 1に、紋
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表1. 東京大学総合研究博物館所蔵 「古代アンデス織物J資料 (織組織による分類)
織組織 資料番号 鎗物名称" 地域" 文化期" 寸法
察材"
その他
(cm) 経糸 鈎糸
cha80 取面文4量経~fa裂 中央海岸 チャンカイ 17.5x 17 木錦 本鈎
一 H・H・-…・……一一一一一..~~~. ・H・-……一一一一一日.....・H・-一一一一…......一一一一一...・.n一一一一一一........・H・M・..........._.…一一一_.-・H・.
cha90 抽像文栂敏鎗裂 ペルー チムー(1) 10 x 24 本舗 木鈎 cha 133と問裂
-・・ 4・ー・・ …………………一一……......・.........…・・……………….........・H・..…・・・・・….......・H・-…一・…..・・・・・・・・・・……・....・......‘
cha 93 平鍋・経組織裂 中央海路 チャンカイ 9 x 14.5 木舗 木flII cha 127と同裂と恩われる
..・.......・..一一一.u...... ・H・-一一一一一一……………..-・H・.... ・..・H ・ー…・・・・・…・・・・ 8・8・・…・・・・・・目・・・・・・・・・・…・............一一
cha 125 経11経童書館混 中失潟織 チャンカイ 11.5 x 23 木錦 木錨
一一一・・.…・…......・H・-……・・……田町・・・・・・・・・・・…・・..............-“…H・H・-一一.........・・・・・・H・H・-一一一一一一一一..-………一一...・H・-守守一一一一-
ニ盤 d祖 127平織・経~H 中央渇熔 チャンカイ 15 x 22 ホ鈎 木鈎 cha93の下aと思われる
_............一一一一一一一一一・…・・・・・・…一一一一一一一一一一昨日日一……一..........・H・-一 一..・H・・・・・“一…ー一..・H・-一一一
cha 1却 鳥文tlUfa裂 中央潟隊 チャンカイ 16 x 6.5 木- 木18
一・....・._..・・…一-_..・H・..・H・....曲目白・・・…・・・……......・H・...._. ・H・.....u.ー...........・-一 一…….....一一一一一一一一・…ー 一一
cha 131 経館経敏IIR 中央海路 チャンカイ 14.5 x 10 木- 木鈎日ー目・.......一一…
cha 133 鏑自民文様車211袈 北海路(1) チムー(1) 21 x 24 木錦 木錦 cha叩と岡裂
-一一…“・ ........……・…一一一一…目H・..........…・・・・…一…....…一一一..……"…・ー・・・…・・・・・……・ー・・・，・・ー・……………，・……・・・・・・・・・・・……............・・0.&. ・H・-…・・
経S餓E 
cha 139 烏・猷回文織経絞総得裂 中央海路 チャンカイ 18 x 12 木錦 木錦 敏糸l孟猷毛
cha27 鳥文tI経舷包紐 中央海路 チャンカイ
一一一一・・・...・H・......…-・H・.........…・…一一・…“・M一一一一一一一一…......・...一一・・・H・一一一一一一一一一一一一…..............・・・・・・"…H・.....…
cha 110 三置経敏.R 中央湾岸 チャンカイ 17.5 x 4 木錦 木錦 ~糸1:猷毛
三盟 一 一一一.._....._...._.~_.._-_..・H・……・H一一一一一一一一一一...・H・.........…"一一一一……一回目白・….........・H・-一一一一一
Sa E 
cha 111 三盟経両面銀銭紐袈 ペルー{η 不明 15 x 1 猷毛 獣毛
一一…・…H・M・-…一一一一一一一一一…一................_..... ・H・._.一一……・......................・H・-一一一一一一一一一.~...・H・........._.. ・H・...・..・H・..... ・H・..・
cha 112 島泊a文穆三置経敏信紐廻 ペル-(η 不明 13.5 x 2.5 猷毛 *鎗
経浮文 cha 21， 82， 83，103，121，128，132，134，142，145 組織
額復縁 cha33 階段文織経車211裂 中央潟熔 チャンカイ 12 x 15.5 木鈎 木錦一一…一一..一一………......・H・H回目白自由…・・・・・・ー・・............・M・...一・・・・・・・・…・・.......・H・.. -一一一日一………....o-~..... ・H・-一…一一…一一...組織 cha85 階段文繊経車童館裂 中央潟隊 チャンカイ 11x 22 本鈎 本舗
経復縁平 cha 144 a文線経敏tul 中S鳥海岸 チャンカイ 15 x 1 *鎗 *錦
組織 一一 一 ……………………一..
(経錦} cha 147 人面。}文穆鍵敏織裂 北海降(1) チムー (1) 13.5 x 16 猷毛 猷毛
cha89 平総・館館鎗寝 中央潟隊 チャンカイ 17 x 8 木鈎 木18 cha 143と悶袈
-・・・・.....四四回目・・・・・・・・・・・・・・・・一一一一一・・・・・・・ー・………………・"・・・・・…・・・・………・……・・・・・・・…………....・H・・.....-一一…一一.......................…・・一一一一一回目・・一
二重 cha 113 鳥、主主文徳鈎敏鎗裂 中央海隊 チャンカイ 2.5x 17.5 *締 猷毛
一-………………一一一............ー..…・・・・・・・・・・ー………一一一._-・H・-…・・・・・・・…H・H・H・H・H・.......一一一一一一…・・・・・・・・・・・・.......“…一一一一一一一一-
飽敏鎗
cha 143 経節平織・鈎銀銭裂 中央潟隊 チャンカイ 15 x 22 本鈎 木総 cha89と悶裂と思われる
cha 1凹 鳥文tI三盤.&1裂 中央海岸 チャンカイ 5.5x 22.5 木鈎 木鈎
一一 一一目『 一一 一...・H・.....一一一一........~......一一一一一一...........・H・・…・・・・…一一一..一一一...・・・・・・・…一一.._....・H・ 一一
三重 cha 124 鏑富良文律三置鱒~IIR 中央潟降 チャンカイ 4.5 x 12 *- 猷毛ト一一一一 ...・H・........_~._eeeee_e.....__~...・H・・一一一一一.....ee....・-一一一…......... ・H・・・・・・・……一一一…・・・・・・・・・-一一一一一一
IZ 16 階段鈎文梅三置鎗鍍鎗裂 中央渇降 チャンカイ 13.5 x 12 ヨド鈎 取毛と木筋 館1:猷毛と木鈎
cha78 
B付l!fR殴xtl繍銭箱翼民・ 稚拙問 チムー問 釦 13.5 つSs頑脚4U除...-F膏質g貧EsEzS8SsEm鵬2ZR舟糸喜畿a民一醜鐙凶咽取回7+目・-ニとE2周B醐a翻sでe鳳aM4tい
波文機鈎~.裂
g 鑓宮ま組 "…………一一一一一一一…・ー …・・・H・.・a・-…-一日目ー・…........_.._....・・H
cha 146 房付き猷面文梅繍鍵鎗取・ 北海降 チム- 27 x 14 
主E文織"，敏&lR
{膏 z.aa織の色I:ct祖，78と同じ}
織部分をかがりつけたcha130を写真2に示す。 察した。
Cha 90と133は同一の裂と推測される。布
の経糸方向が不確かであるが、 cha133の矢印
方向を経糸と考えると、横方向の文様は初めか
ら平織布に織り込まれた文様で、縦方向の文様
部分は別に織った細い経紋織布をその上にかが
りつけたもので、 cha90 (写真 3・2)はcha133
(写真 3・1)の真ん中部分に相当するものと推
同様に、 cha93と127も同裂と判断した。
使用されている糸は、cha139を除き、全て(経
糸、緯糸ともに)s撚り双糸の木綿で、 cha139 
の経糸のこげ茶と黄色のみが猷毛であった。
4・1・2三重経紋織
経糸に 3色の糸を 1組として用い、緯糸の上
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に経糸の浮きを作って文様を織り出したもの九
経糸の 1本が表面で文様を作り、他の糸は裏
に沈む。表に出ない部分は芯となり、必要に応
じて表に出る。
cha 27 (写真4，図 1)は、赤、黒、黄の 3
色の経糸が、緯糸に細い白糸が使われ、経糸の
3色はほぼ同じ太さのS撚り双糸獣毛で、緯
糸はS撚り単糸木綿であった。経糸は 3色 1
組の、 16組の糸束が経糸を構成し、各組の 1
本が緯糸に対して表側に出ている時、他の 2
本は緯糸の裏側を通って芯の役割を果たしてい
る。文様の繰り返し単位は4.5四 5cmであった。
Cha110 (写真5，図 2)は、経糸にS撚りの
双糸猷毛(赤)、双糸木綿(青)、単糸木綿(白)
の3色と、両脇の縁にS撚りの双糸獣毛(黄)
が使われ、緯糸にはZ撚りの単糸木綿(薄茶)
が使われていた。経糸は赤、青、白の 3色が
1組とされ、36組の経糸で織られていた。赤、青、
白の経糸の内の 1本が緯糸に対して表側に出
ている時、他の 2本は裏側にあり、両脇の黄
糸部分は平織で織られていた。緯糸は 4本 1
組で、 4本引き揃えで織られていたo この布は
他の目の詰まった布とは異なりかなり緩く織ら
れていた。
4・1・3類複様組織
経糸 3色を 1組とし、その内の 2本が文様
を作り、残りの 1本が地糸の役目をし、それ
と交差する緯糸が文様を押さえている。その押
さえの緯糸は、 1本交互に上下に打ち込まれる
が、平織にはならない。表裏同じ文様が一段ず
つずれて現われる。
cha 33 (写真6、図 3)は、経糸がS撚り双
糸木綿(茶、紺)で、緯糸はZ撚り双糸であ
った。
Cha 85 (写真7)は、地糸と交差する緯糸が
2本交互に打ち込まれ、表裏は 2段ずれて文
様が現れていた。経糸の密度が高いので文様が
はっきり出ていた。
4・1・4経複様平組織(経錦)
2本以上の経糸を一組とし、文様を構成する
陰緯と、この 2本を固定させるための平織を
構成する母経が交互に織り込まれている織物で
ある。色彩を複雑に見せるために経糸をプロッ
ク毎に配色を変えている。
cha 144 (写真 8)は、経糸にS擦り双糸木
綿(茶、灰色、薄茶)の 3色が使われ、緯糸
に同じく S撚り双糸木綿(茶)が使われている。
2枚の布が縫い合わされて、 1枚の布になって
いた。
cha 147 (写真 9)は、経糸にS撚り双糸獣
毛(緑、赤茶、黄)が使われ、緯糸には同じく
S撚り双糸獣毛(茶)が使われていた。
織組織は、ともに経糸を 2本で 1組として、
平組織を構成し、緯糸(母緯)、文様、地を構
成する緯糸(除緯)が交互に織り込まれ、複経
で両面に二重の組織を構成していた(図 4)。
鈴木は著書 4)の中で、アンデスの経錦につい
て詳しく記述している。その内容は、チャンカ
イ文化期の外套衣が中国の漢~階時代に製織さ
れていた経錦の組織に類似するものであるこ
と、佐々木信三郎氏がこの様な組織を「経複様
平組織jと仮称し、現在一般に過称されるよう
になったこと、さらに、アンデスの経錦に類す
るものの中には、経糸が両面表に現れるものも
見られ、その名称、を付け難いこと、複雑化され
たものは、他の紋織でも類似の文様を充分表す
ことができることから、アンデスでは織られる
ことが少なく、出土遺物も少ないこと、また、
チャンカイ文化期とインカ文化期の経錦では、
織組織が異なることなどである。
これらのことを参考にすると、この 2点の
経錦裂は、チャンカイ文化期の貴重な経錦の資
料であると思われる。
4・2.緯紋織(綿糸で文様を形成していく織物)
4-2-1二重緯紋織
平織布に二重の緯紋織が施されたもの。
cha 143 (写真10)は単純な両面紋織で、平織
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写兵 1-1. cha 80 r似而
文様経紋織裂J(京J;(大学
総合研究憾物館所蔵品)
写}'i1・2_ cha 80の拡大写点
(東京大学総合研究|事物館所蔵品)
写J'L2・1. cha 130 
「鳥文総経紋織委~ J
(氷点大学総合研究
博物館所説MI)
写真 2・2_ cha 130の拡大写点
(点京大乍総合研究博物館ifr縦1111，)
(t，:_) 
ηJ.:[ 4・1. cha 27 
rs文線経紋織紐J
(東京大学総合研究
博物館所蔵品)
(お)
川上u広大写:m
'1J:n 3・1. cha 133 r抗II~ 文様紋
織裂J(点京大学総合研究r~物館所
仏協)
'!j:~:[ 3・2. cha 90 r 11*文線紋織
裂J(東京大学総合研究博物館
所厳品)
図1. cha 27の組織位l
写主:c4・3. cha 27の
再現織物
写:.l:[5・1. cha 110 r =: 
m経紋織裂J(点京大乍
総合研究l事物館所必，f，'l)
写真 5・2.chall0の
J広大写真 (点京大小総
合研究l事物館所必品)
際12.cha 10の飢餓1;:11
-16-
η，:n 5・3.cha 110の
再現織物
古代アンデスの染織)l:.化
写工~ 6・1.cha 33 i階段文
棟続紋織裂J<東京大学
総合研究博物館所蔵品)
写J!;6・2.cha 33のM:大写J!;<来
京大学総合研究1専物釘i所蔵品)
'E;:只 7・1. cha 85 í階段文線経紋織を~J <点京大学総
合研究It!i-物館所成品)
写XP・2.cha 85の拡大写J'L<東京大学総合研究博物
銀i所首長品) ?? ?
?
? ? ? ?
?
?
? ? ?
? ?
?
ぃ?
?
↓
?
?
?
写n7・3. cha 85のN
現織物
写真 8-1.cha 144 i鳥文
総統紋織裂J010;: 
大学総合研究|事物館
所量産Irll)
'I]:n 8-2. cha 144の拡大写点 ou
京大学総合研究1'5.物館所磁
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図3.cha 33の組織隠!
'E;:兵 6・3. cha 33のiヰ
現織物
!σ}~ 8-3. cha 144の再現織物
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写J'J;9 -2. cha 147の拡大写真写ょ'i9 -1. cha 147 i人間 (? ) 
文様絞紋織裂J(J.It京大学総合
研究陣物館所蔵品)
(東京大学総合研究|事物館所蔵 悶4. cha 147の組織図
~:!'J; 9・3.
cha 147の
ilJ現織物
醐監事
附5 交差組織
'l):只 10・1. cha 143 i絞紛平織 ・ 写只 10-2. cha 143の拡大写真 (東京大学
総紋織裂J(東京大学総合研究|事物 総合研究IW-物飢所縦品)
釘'ifr縦品)
'1玉県11-1.[216 i階段鈎文
娘三if総紋織裂J(東京大
学総合研究1J!i:物館所蔵，'7，)
'fn'J; 11-2. 1216のJ広大写兵()l!
);l大学総合研究博物館所属託品)
f 圏直耳富田
岡空ヨ
[浬
・M・b岬酬明F向喝目
e;:: .. 
苫皿
写n12・L
cha 78 ilJ)十lきflJ:
rm文機補紛縫j収-
i波文総紛紋織裂J
(東京大学総合研
究|噂物釘ifrlS.仏) 写真 12-2. cha 78の必;大写
U(点以大学総合併究tW-物
館所払hJ，)
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|亘16. [216の再現織物
ち:}'J;1・3.1216の再現織物
古代アンデスの染織文化
と紋織りの境目に交差組織(図 5)が入ってい
る。平組織部分はS撚り単糸木綿、縞と紋織
部分はS撚り双糸木綿(白、茶)が使われて
いた。
cha89は、文様も地組織を構成し、文様が表
裏交互に現われる昼夜文様で、平織と紋様の聞
に交差組織が入っているo 143と89は岡裂の
異なる部分と思われる。
cha 113は、二重緯両面紋織りで、経糸はS
撚り単糸木綿(茶)、緯糸はZ撚り単糸猷毛(赤、
黄)であった。
4・2・2三重緯紋織
IZ16 (写真1、図 6)は、経地合に織られた
布で、文様の四角柄部分は、 3本一組の三重織
であった。表側に文様が出ている時、その裏側
の緯糸が飛ぴ、文様と平織の 1本とが交互に
なっていたo 織密度は平織部分、文様部分とも
に経糸が 6--7本/cmと差がないが、緯糸
は平織部分では赤、こげ茶、薄茶の部分の糸は
赤糸のみの部分より織密度が高く、赤糸のみの
部分には太めの糸が使われていた。経糸と緯糸
はZ撚り単糸木綿、文様部分の緯糸は赤がZ
撚り単糸猷毛、黄とこげ茶はS撚り双糸獣毛
であった。
cha109は、経糸にS撚り単糸木綿(こげ茶)、
緯糸にZ撚り単糸木綿(こげ茶)、文様部分には、
S撚り双糸猷毛(茶、黄、赤、ピン夕、薄茶)
が使われていた。
cha124は、経糸はS撚り双糸 2本どり木綿
(茶)、緯糸はS撚り双糸獣毛(茶、赤、ピン夕、
薄茶)であった。
この二つは、色糸の境目は表面で打ち返しに
なっていた。
4-3 複合組織
同じ経糸に 2つ以上の組織が組み込ま
れたものを複合組織という。 cha78 (写
真12)、 cha146は、平織、緯紋織、縫
取の 3つの組織が一つの裂に織り込まれて
いるo 平織から紋織に移る時、経:緯が 1: 1 
から 2-3: 1と、緯糸 1目に 2--3本の経糸
が入る。従って平織と紋織の問に交差組織(振
り織)を 1段入れて織幅を整え、組織を安定
させる。経糸は交差させたまま織り進むので、
綜統をその都度付け替えなければならない。高
機ではできないことである。
cha 78と146は基本的には、同じ作りであ
るが、岡ーの裂ではなかった。紋織の波文様が
少し異なり、糸の太さ、撚りの強弱など、糸使
いに違いがあり、両者に表現の工夫が見られた。
平織は経糸、緯糸共に木綿(茶)、紋織は経糸
が猷毛(赤、黄)、緯糸が木綿(背)、縫取は獣
毛(黄)であった。
5. まとめ
チャンカイ文化期を中心とするアンデスの
織物104点について、調査・分析を行った。
104点の染織品の87点がチャンカイ文化期の
ものであった。
アンデスの織物には、毛足の長い木綿と獣
毛が使われ、これらの素材に撚りをかけて、細
い上質な糸を作り、それらを駆使して非常に細
かい、精密な織物に仕上げていた。
織物のモチーフには、鳥、蛇、人物などが多
く使われ、これらはアンデス独特の雰囲気を持
つ形状に織りあげられていた。
腰帯機を使った織物は、織り上がりのす法
が初めから決まって計画され、布の四方が耳の
状態に織り上がっている。文様は表裏の両面が
使える昼夜文様が多い。
紋織の大部分と経浮文組織は組織として表裏
が同じであるが、綴織は他地域の綴織より綴密
に織られ、表裏の区別がつかない程裏側もきれ
いに仕上げられ、独特の工夫もなされていて、
技術の高さが感じられた。
緯紋織、複合組織では平織と紋織の閑に腰帯
機でなければできない交差組織を入れ、手で出
来る手法を駆使して、自由自在に織ることを楽
しんでいた様子が伺えた。
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チャンカイ文化期は、アンデス染織の歴史の
中でも、多くの織物が織られた時期で、経浮文
組織と類複様組織は、この文化期特有の織物で
ある。交差組織はチャンカイ以降に見られるよ
うになったと言われている。経複様平組織(経
錦)は、アンデスでは現在でも一部の地域で織
られている。このように、チャンカイ文化期に
はいくつかの新しい技法が生まれ、現在まで引
き継がれているものがある。
織物の組織を詳しく調べ、再現織物を制作し
て確認した本研究から、チャンカイ文化期の特
徴が確認されたことは、一つの成果であると考
える。
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